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《⑮ 旭 文 


は っ け 


あり ふれ た 毎日 に 発見 が ある 


by w 
1 3 年 ほど 前 の 冬 の 朝 、 自 宅 の ドア を 開け て 候 を の ん だ 。 通り 沿い の 家々 も 小さ な 
そ と け し き St ち め ん ゆき ま 


eR 一 面 午 で 真っ 白 に 染まっ て いた 。 見 慣れ て いた は ず の 通勤 中 
di E を 7 『 っ て いる 。 その 朝 、 何 の こ と は な い 曲 が り 角 や 、 道端 の 

っ た 空気 を 飾る 舞台 装置 と な っ て いた 。 雪が 、 普段 気 に 留め 

5 TP 風景 を 改 め て 意識 させ る きっ か け を も た らし た の だ 。 

私 た ち は 普 段 か ら 慣れ 親しん で いる も の ほど 、 そ の 特徴 や 素晴らし さ を 忘れ が 
ち だ 。 ふと し た 瞬 間 に そ れ に 気付 か され る と 、 大 き な 身 き を 覚え る 。 2007 年 に 東 
京太 本 木 の 美 術 館 で 「 水 」 を テー マ と する 展覧 会 が 開か れ た 。 こ こ で タク ラ 
ム p が 発表 し た 作品 「 ふ る まい 」 も 、 日 常 の 再発 見 を 促す も の だ 。 

10 一 見 する と 、 何 の 変 白 も な い 紙 の 息 。 そ こ に 水 を 一 満 垂らす と 、 人 は あっ と 声 を 上 
げ る 。 水滴 は 、 体温計 の ガラ ス を 割っ て 出 て きた 水銀 の よう に ころ ころ と 転がり 始め 
a 陣 を 儲け る リズ ム に 合わ せ て 動き 回 る 様子 は 、 水 が ダ ンス を し て いる か の よう 
だ 。 こ れ は 普段 目 に する 水 の 振る 舞い と は 全く 違う 。 息 の 表 面 に は 、 強 力 に 水 を 
弾く 技術 が 用 いら れ て いる 。 水 が 本 来 持つ 表面 張力 や 海 集 力 が 強調 され て い 

15 る の だ 。 

水 は 毎 日 の 生活 で 必 ず 触 れる も の だ 。 だ か ら こ そ 普 段 と 逢う 側面 を 目 に する 
と 、 驚 きも 大 きい 。 大 人 に な る と 、 世 界 は あり ふれ た も の だ ら け の よう に も 感じ 
る 。 で も 同時 に 、 同じ 数 の 新 し い 発見 が 背後 に 沙 ん で いる 、 と も 言え る の で は な 
いか 。 


ふだん せい か つ し ご と 


20 降雪 を 待た ず と も 新た な 発見 が で きる よう 、 普 段 の 生活 や 仕事 で も 意識 を 研ぎ 浴 


@@⑨@ の @ 


まず 。 奈 し で いい だ yo 


( 渡 和 遺 康太郎 「 彩 ・ 美 ・ 風 」 朝 日 新聞 夕刊 2011 年 8 月 17 日 付 に より 改 ) 


( 注 ) タ クラ ム : 会 社名 


( 抄 生 周 表 1 


況 字 ( 優 名 表 音 ) 声 週 


河 叉 (中 文 ) 


あり ふれ る ⑩④ 


常 見 , 常 有 , 不 稀 奇 


発見 (は っ けん )⑨⑩ 


色 現 


人 息 を の む ( い き を の お ) 


( 因 危 際 、 史 司 等 面 吐 得 ) 肩 住 気 、 喘 
不 上 気 


通り (と お り )③ 


| 紀 路 , 大 街 : 来 往 . 通 行 : 流 通 


家々 (いえ いえ )⑨② 


家 家 , 戸 戸 : 毎 家 


空き 地 ( あ きち )⑩ 


ET 


景色 (けし き )① 


景色 , 以 景 


一 面 ( い ち め ん )⑰⑨② 


[名 ・ 副 ] 


一 面 : 一 片 , 全 体 


雪 ( ゆ き )② 


[名 ] 


略 


染まる (そま る )⑩ 


[自動 1] 


染 , 染 上 : 受 


見 慣れ る (みな れる )⑩⑥③ 


| 自動 2] 


看 尼 , 看 熟 


通勤 (つう きん ツ )①⑰ 
別世界 ( べ っ せ か い )③ 


[名 」 


[名 ・ 自 動 3] | 上 下 班 . 通 勤 


男 一 人 世界 , 別 有 天 地 


光 ( ひ か り )③ 


[pa 


| 光 . 光 仁和 


放つ (は な つ )② 


[ 他 動 1] 


放 . 井 


何 の こ と は な い ( な ん の こと は な い ) 


没有 仕 色 特 別 的 , 不 是 仕 人 大 不了 
的 , 刀 常 的 


曲がり 角 ( ま が りか ど )④⑧⑩⑪ 


拐 角 : 往 折 点 


道端 (みち ば た )⑩ 
澄み 切る (すみ きる )⑨③⑨⑥ 


清 激 , 晴 良 ; 替 然 弄 閉 


台 ( ぶ た い ツ )① 


舞 合 


汐 字 ( 優 名 大 音 ) 声 周 


装置 (そう ち )① 


[名 ・ 他 動 3] 
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( 狼 表 ) 
週 叉 (中 文 ) 
装置 ; 安 装 


気 に 留 め る ( き に と め る ) 


留意 , 放 在 心 里 


風景 (ふう けい )① 


[名 ] 


凪 景 , 景 致 ; 情 景 , 状 況 


改め て (あら た め て )③ 


も た ら す ③ 


[ 副 」 


重 新 : 再 


[ 他 動 1] 


帯 来 招致 , 造 成 


親しむ (し た し む )③ 


[自動 1] 


素 近 , 接 近 , 喜 好 


ふと し た ⑦⑨②① 
瞬間 (し ゅ ん か ん )⑩ 


| [ 連 体 ] 


| 想 不 到 的 突然 交点 点 的 


[名 ] 


瞬 同 , 旭 那 


気付 く ( き づく )② 


[自動 1] 


注意 色 , 意 沢 到 


再 て (さい ) 


[接頭 ] 


促す (うな が す )⑩⑥③ 


[ 他 動 1] 


変哲 (へ ん て つ )⑩ 


[名 ・ ナ 形 」 


催促 : 促 使 : 促 逃 
出 奇 , 奇 特 的 , 与 僚 不 同 的 


て 滴 ( て き ) 


[ 助 数 ] 


垂らす (て たらす)⑨② 
声 を 上 げ る (こえ を あげ る ) 


[ 他 動 1] 


滴 , 潤 : 垂 . 査 拉 


| 


水滴 (〈 す いて き )⑩ 


[名 ] 


水滴 


体温 計 ( て た い お ん けい )⑩③ 


[名 ] 


体温 寺 


水銀 (すい ぎん )⑩ 


[名 ] 


水銀 


[ 副 ・ 自 動 3] 


深 効 的 欄 子 :( 笑 声 ) 朗 朗 : 寿 平 平 


転がる (ころ が る )⑩ 


[自動 1] 


深 特 : 秋 下 , 倒 下 


傾け る (か た むけ る )④ 


[ 他 動 2] 


使 傾倒 . 使 傾斜 傾注 


リズ ム ① 


[名 ] 


合わ せる (あわ せる )③ 


[ 他 動 2] 


合 起 来 , 合 井 : 加 在 一 起 : 配 合 , 週 和 


動く (うごく )⑨⑳ 


[自動 1] 


功 ; 井 功 ; 松 功 ; 握 区 


ダン ス ① 


[名 」 


舞 路 


目 に する ( め に する ) 
表面 (ひょう めん )③ 


見 到 , 看 到 


久 で や 


| 
Wo 
, し け 』 


ODO OO 5 


況 字 ( 優 名 天 音 ) 声 週 


」 


週 性 


局 叉 (中 文 ) 


( 妹 表 ) 


強力 (きょう り ょ く )①⑩ 


[名 ・ ナ 形 ] 


| 細 有 力 的 強大 的 


弾く (は じ く )② 


[ 他 動 1」 


弾 . 打 j 抗 , 排 奈 。 防 


技術 (ぎじ ゅ つ )① 


[名 ] 


技 森 , 工 と 


本 来 ( ほ ん らい )① 


[名 ・ 副 ] 


| 本 来 . 原 来 : 理 記 . 記 当 


張力 (ちょ うり ょ く )① 


疎 力 


泌 集 力 ( ぎ ょ うし ゅ うり ょ く )③ 


| 


吸引 力 . 北 錆 カ 


強調 (きょう ちょ う )⑩ 


[名 ・ 他 動 3] 


強 区 突出 


側面 (そく めん )⑩⑥③ 
数 (か ず )① 


側面 : 一 面 , 片 面 


数 , 数 量 : 多 数 


背後 (は い ご )① 


| 背 后 , 背 地 。 幕 后 


潜む (ひそ む )⑨② 


[自動 1] 


降雪 (こう せつ )⑩ 


[名 ・ 自 動 3] 


降雪 , 下 雪 


新た (あら た )① 


[ ナ 形 ] 


新 的 : 重 新 


研ぎ 港 ます (と ぎす ます )④⑩ 


會 ] 名 型 ・ 哲 法 


| で きえ 


“名 十 さ きえ" 表示 共 出 一 介 板 端的 事例 , 面 美 推 其他 一 般 性 事例 , 意 思 是 "人 


[ 他 動 1] 


磨 快 , 磨 光 ; 使 ( 神 付 、 意 浪 等 ) 敏 鋭 


ee ?"“ 甚 到 …… ツ 通常 用 手 表 送 “ 逢 程度 粒 低 的 事物 都 元 法 満足 , 就 更 不要 弄 程 度 高 的 了 
的 意思 。 さ ~ さ える "可以 与 前 面 出現 的 助 滞 一 起 使 用 , 也 可以 用 “~ー さ えも "的 形式 表示 強 週 。 
人 日 本 に 来 た ば か り の 頃 は 、 簡単 な 挨 掃 さえ で き な か っ た 。 ( 団 来 日 本 的 時 候 , 就 入 


筒 単 的 寒蘭 重 都 不 会 。) 


人 そん な こと は 小学 生 に さえ で きる 。 ( 那 入 事 逢 小学 生 都会 .) 
兄 外 , ヾ さえ” 与 候 定 形 一 息 使 用 , 格 成 “ 動 幸太 形 十 さ えす れ ば / イ 形 河 干 十 く 十 さえ 
あれ ば / ナ 形 同 干 キ で 上 さえ あれ ば / 名 十 さ えば” 的 形式 , 表 示 只 要 満足 前 項 条件 就 可 以 


了 , 意 思 是 " 只 要 Gt 就 geo し 人 
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きい きん 


ム 最近 、 自分 さえ よけれ ば いい と いう 考 え の 人 が 増え て いる 。 (最近 , 入 妨 只 要 自 
己 好 就 行 的 人 多 起 来 了 。) 

へ 交通 が 便利 で きえ あれ ば 、 家賃 は 少し 高く て も いい 。 ( 只 要 交通 方 便 , 房 租 征 微 中 
点 地元 所 壮 。) 

へ あな た が そば に いて くれ さえ すれ ば 、 も う 何 も 要 り ま せん 。 〈 只 要 人 階 伴 在 我 左 
右 , 其 他 的 仕 色 我 都 不 需要 。) 


2. 一 が ち だ 


“名 / 動 寺地 形 十 が ち だ ” 表 示 容 易 十 生 某 衝 令 向 或 変成 某 衝 状 況 . 常 用 手 魚 面 呈 人 , 意 
思 是 " 筆 党 ……”、“ 容 易 ……”。 衝 句 型 可以 接 生 的 週 有限 , 常 見 的 有 " 病 気 が ち ( 常 生 病 )"、 
"曇り が ち ( 明 天 )”、* 遠 慮 が ち ( 括 常 客 気 、 章 客 査 )”、“ 忘 れ が ち ( 容 易 忘 足 )” 等 “ー が ち だ " 
的 活用 美 似 ナ 形容 週 。 修 休 名 週 時 可以 用 “" こ がち な 十 名 "的 形式 , 也 可以 用 “ こ が ち の 十 
名 "的 形式 。 

ム 後 女 は 病気 が ち で 、 適 に 一 日 は 学校 を 休む 。 (尋常 常 生 病 . 一 周 至 少 有 一 天星 不 

来 上 的 。) 
る 8 を 曇り が ちの 天気 が 続い て いる 。 (最近 返 段 時 周忌 是 胃 天 。) 


3 ご か の よう だ 


“名 十 で ある / ナ 形 周二 で ある / 動 筒 体形 か の よう だ "表示 衝 陸 上 非 非 如 此 。 但 量 
現 出 来 的 状 砲 , 或 鍵 人 感 党 却 是 那 補 的, 意思 是 " 像 是 …… 似 的 ”、“ 感 党 像 …… 一 筐 "デン とか 
の よう だ " 在 句 中 的 活用 美 似 手 ナ 形容 語 , 用 "か の よう に "的 形式 達 接 盗 同 、 形 容 周 等 。 修 
箱 名 語 時 用 "て か の よう な 十 名 "的 形式 。 
人 今日 は 本 当 に 区 く て 、 ま る で 真夏 に 戻っ た か の よう だ 。〈 今 天真 是 蒸 肌 , 感 党 像 回 
到 了 盛夏 一 欄 。) 
Bi 
和 現 協 一 般 , 対 外 芽 都 一 清二 尊 。) 


A 


“名 十 だ ら け ” 表 示 到 邊 都 古 , 意 思 是 “ 満 是 ……”、“ 汰 是 … や 。 淀 見 的 有 “ 泥 だ ら け ( 洗 
満了 泥 ?"“ 竹 だ ら け (人 牧 痕 果 困 )”“ 間 違い だ ら け ( 箸 選 百 出 )” 等 。 六 名 型 多 罰 党 泊 人 的 伯 


SOOO らら G 


面 洋 俊 。 
人 彼 は 人 と けん か を し て 、 血 だらけ に な っ て 帰っ て きた 。 ( 他 和 別人 打 架 , 弄 得 満身 
填 血 地 回 来 了 。) 
人 山田 さん は ギャ ン ブ ル で 人 税金 だ ら け に な っ た 。 (山田 因 妨 賭博 欠 了 一 身 債 。) 


5. ~ ず と も 
“ 動 券 台形 十 ず と も "表示 即 便 不 叙 前 項 , 后 項 也 同 欄 成 立 , 炎 似 隆 “ 動 款 台形 十 な く て 
も ”, 意 思 是 " 即 便 不 …… 也 ……"。 接 筐 “て する "時 , 用 "て ー せ ず と も "的 形式 。 和 名 型 后 項 勾 


淀 使用 "わか る “よい / い い ” 等 同 ぶ ぷー ず と も ” 是 古 午 中 保留 下 来 的 表 送 方 式 。 
へ そん な こと は 、 聞 か ず と も わか る 。 ( 那 竹 事 情 即 便 不同 別人 我 也 知道 。) 
り れき しょ し っ ぱい だ ん が か * スィ 
へ 履歴 書 に そん な 和 失敗談 は 書か ず と も よい 。( 在 履 万 上 不 写 那 革 失 敗 前 銀 万 也 


可以 。) 
人 失 帰 だ か ら 壮 の 気持 ち は 言 わ ず と も わか っ て いる 。 ( 因 妨 是 夫 妻 。 所 以 妻子 的 想法 
即 使 不 聞 出 来 我 也 明 自 。) 


1. 3 年 ほど 前 の 冬 の 朝 


“ほど " 接 在 数 量 選 的 后 面 , 表 示 概数 , 意 思 呈 "大概 ……”、“…… 左右 " 美 似 子 “くら い / 
ぐら い ”。“3 年 ほど 前 ” 的 意思 是 "大 概 三 年 以前 。 
人 ム へ 雨 が 三 日 ほ ど 続 いた 。 ( 雨 持 袋 下 了 三 天 。) 


人 この 報告 書 を 完成 させ る に は 週間 ほど か か る 。 ( 要 完 成 六 偽 撮 告 大 概 電 要 一 周 
時 剛 。) 


> た < く 1 いき 
2. 自宅 の ドア を 開け て 息 を の ん だ ee ご 
* 息 を の む ” 是 慣用 前 . 意 思 是 “( 因 只 昼 等 面 ) 扉 住 呼吸 "可以 写 成 “ 息 を 飲む ” 或 " 息 を 
春 む ”。 与 “ 候 ” 相 美和 的 慣用 租 近 有 : 
へ 菅 が 合う ( 歩 詞 一 致 合 得 来 )、 息 が 詰まる (呼吸 困 共 )、 候 が 弾む (上 気 不 接 下 気 ) 
候 が 切れ る ( 接 不 上 気 、 不 能 持久 )、 息 を 殺す ( 扉 気 )、 師 を 入れ る ( 歌 口 気 ) 
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3. 外 の 景色 が 一 面 雪 で 真っ 白 に 抄 ま っ て いた 

ー 面 ” 是 名 週 。 也 有 副 週 的 用 法 , 意 思 呈 “全体 ”“ 満 ”“ 一 片 ”“ 一 面 雪 で 真っ 白 に 疾 ま 
っ て いた ” 的 意思 是 “ 全 部 被 雪 覆 善 成 了 一 片 策 白色 ”。 

へ 畑 一 面 に 咲い て いる 菜 の 疹 (田地 里 弁 満了 油 菜花 ) 


そら いち めん 


人 空 一 面 に 星 が き ら め い て いる 。 (満天 的 往 星 囚 燃 着 。) 


4. 大 き な 驚 き を 覚え る 
効 局 “覚え る "主要 有三 衝 意 思 , 最 基本 的 意思 時 “ij"、“ 走 住 ". 送 是 在 第 二 各 学 辻 的 用 
法 。 oes 会 へ “掌握 ” 或 者 “* 感 到 "、“ 感 覚 ”。 在 送 句 活 中 是 “ 感 到 "、“ 感 党 ” 和 的 意 
。“ 大 き な 拘 き を 覚え る "的 意思 是 “ 感 到 祖 踊 尽 ”。 
人 毎日 日 本 語 の 単語 を 覚え る 。( 毎 天下 日 午 単 周 。) 
へ 仕事 の こつ を 覚え る 。 (掌握 工作 的 決 容 。) 
へ 感動 を 算 え る 。 ( 感 効 。) 


5. 日 潤 の 青 発 見 を 促す も の だ 
< 弾 こ ヶ 時 接 知 。 意 思 基 " 再 ……”、" 重 新 …….“ 青 察 質 的 意思 只 “ 重 新 股 現 ”。 朱 人 前 
週 近 有 : 
へ 再 放送 ( 重 播 ) 、 再 開発 ( 重 新 弁 受 )、 調 認識 ( 重 新 天 遂 )、 再 利用 ( 再 利用 )、 再 就 職 
( 再 就 普 ) 
“促す ” 的 意思 是 “ 催 促 "、“ 促 使 ”。 


は っ て ん 


が 経済 の 発展 を 促す 。 ( 促 逃 婦 流用 展 。) 
人 注意 を 促す 。 ( 提 醒 。) 


は じ 


6. の うに ころ ころ と 転がり 始め る 


ころ ころ " 表示 経 小 的 物体 深 効 的 欄 子 , 可 以 作 副 同 或 者 三 美 効 週 。 日 告 中 美 似 的 副 
ai 例 如 : 


生得 . 刊 御 


_ 申 噌 中 噌 の 直志 不安 
ー 困 着 没 事 心 払 通 牛 通 地 胸 


だ 


OOOS 


(微笑 的 欄 子 ) 
ER の ろ の ろ 慢 呑 知 ぴか ぴか 囚 囚 委 区 


7. 中 を 信 け る リズ ム に 合わ せ て 動き 同 る 様子 


2 ー に 含 わ せ て ” 的 意思 是 " 配 合 CCO ^”"、“ 随 着 …… >r 皿 を 傾け る リズ ム に 含 わせ て 動 
わ 
き 同 る ” 的 意思 是 "傾斜 筑 礁 時 水滴 癌 会 随 着 芝 奏 深 効 ”。 
まわ 4 まわ 
“ 動 歌 才 形 十 回 る "可以 枚 成 契 合 効 河 , 表 示 “ 来 回 ……”、“ 到 邊 ……” 等 。“ 動 き 回 る ” 的 


意思 是 “ 来 回 地 効 ”。 洋 似 的 提 合 効 局 近 有 : 
へ 歩き 回 る ( 来 回 走 各 )、 走り 回 る ( 来 回 距 ) 駆け 回 る ( 距 来 申 去 )、 探 し 回 る ( 到 争 拉 ) 


8. これ は 普段 自 に する 水 の 振る 舞い と は 全く 違う 
* 目 に する ” 是 代用 潮 , 意 思 是 “ 看 見 ”、“ 看 到 ”, 相 当 隆 勤 週 “見る”。 在 第 二 学 了 " 目 
に 入る ( 映 信 眼 宙 、 看 到 )”. 其 用 法相 当 王 一條 自 簡 週 。 前 面 的 助 過 記 衝 用 “が ”, 面 “ 目 に す 
る "前 用 法相 当 手 他 効 河 , 前 面 的 助 己 応 涼 用 “を ”。 与 “ 目 ” 相 美 前 慣用 租 近 有 : 
人 自 を 向け る ( 朝 …… 看 ; 注 意 到 )、 目 が 覚め る ( 睡 醒 ; 党 醒 )、 目 が な い ( 着 迷 、 非 常 愛 
好 )、 目 が 回 る ( 眼 花 僚 乱 ; 忙 得 量 科 綾 向 ) 


9. 強力 に 水 を 弾く 技術 が 用 いら れ て いる 
注意 * 強 " 送 人 単 計 的 湊 音 “ 強 " 有 " き に う ッ 和 “ ka うぅ > 両 和音 科 。 
“きょう ”: 強 調 ( 張 崩 )、 強 化 ( 張 化 )、 旨 強 ( 学 3) 
“ご う ”"。 強引 (強行 、 引 制 )、 強 次 (強盗) 
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ブ 


HE 


, 小野 さん 、 信博 は どう も あり が と う ご ざ いま し た 。 

: いえ いえ 。 で も 王 さ ん が 遅刻 する の は 珍 し いで すね 。 社 以来 、 初め て 
で し ょ う 。 

華 , まあ 、 ま だ まだ で き な い こと も いっ ぱい ある し 、 先輩 た ち に 迷惑 を か ける こ 
と も 多い の で 、 せめ て 遅刻 だ け は 総 対 に こし な いよ うに し て る ん で すけ ど ね 。 
。 それ は 、 素晴らし い 心構え で す よ 。 皇 さん の 一 生 隊 命 導 要 っ て る 容 を 見 
て いる と 、 自分 の 入社 し た ころ を 思い 出し ます よ 。 新人 さん っ て 、 素 半 で 
真っ すぐ で いい で すね 。 

ほ , 少し は 仕事 に 慣れ て きま し た けど 、 先 輩 た ちの 働 き ぶ り を 見 る と 、 も っ 
と も っ と 頑張 ら な くち ゃ っ て 思い ます 。 

十分 叶 要 っ て る ん だ か ら 、 焦る こ 
と ! は な いと 思い ます よ 。 まこ 訪 
で 、 王 さん 、 今 日 会 社 が 終わ っ た 
ら 何 か 予 定 が 入っ て いま すか 。 

。 いい え 、 特 に な いん で す が 。 

, よかっ た ら 、 一 緒 に 食 事 で も し ま 
せん か 。 お いし い 日 本 料 理 屋 を 
紹介 し ます よ 。 

ああ 、 う れ し い ん で す 。 ぜひ 連れ て 
いっ て くだ さい 。 

: じゃ 、 後 で ー = 緒 に 行き まし ょ う 。 


OR 


oo 


ーー ニー ニー ニニ ニニ ーー ニニ ニニ ご 


Fasssesinsoenasssteoga Seestnsoittctas eeesostseebsnaissasesessntesisaoe si rsiios sss ss 


OOS 


生 河 表 2 
波 字 ( 優 名 普 音 ) 声 油 ; 週 叉 (中 文 ) 
昼休み (ひる や すみ )③⑧③ 午 休 
以来 (いらい )① 以来 : 今 后 
せめ て ① [ 副 ] 至 少 , 路 怖 是 ……( 也 好 ) 
真っ すぐ (まっ すぐ )③ [名 ・ 副 ・ ナ 形 ] | 走 , 第 真 ; 南 率 , 坦 率 
軸 岳 法 ・ 表 送 方 式 
1. 入社 以来 、 初め て で し ょ う ー 1 
送 名 活 交 意 思 是 “ 送 是 集 逃 公司 以来 第 一 次 ( 退 到 ) 叩 ”。“ 名 十 以来 "的 意思 是 "自信 …… 
以来 ” 


A 発 月 以来 (自信 上 條 月 以来 、 あ れ 以 来 自 那 以来 、 反 那 之 后 ) 


2. せめ て 違 刻 だ け は 絶対 に し な いよ うに し て る ん で すけ ど ね 


“せめ て "時 副 週 , 意 思 基 " 至 少 ……”, 与 在 第 8 間 学 辻 的 "少なく と も "意思 相 近 。“ 少 な 
く < とも” 大 面 叙 迷 的 事情 比 六 客 現 . 面 “せめ て ” 串 包含 入 強 的 主 濁 性 常用 考 叙 迷 活 人 最 
低 程度 的 硬 。 
人 実は 5.000 円 が 必要 で す が 、 せ め て 3.000 円 ぐら い 貸 し て くれ ませ ん か 。 ( 其 究 我 
需要 5 000 日 元 , 作 至 少 借 我 3 000 日 元 叫 。) 
へ せめ て 日 曜日 ぐら い は ゆっ くり 休み た い 。 ( 至 少 星 期 天 想 好好 休息 一 下 。) 


は た ら 電 
3. 働き ぶり 


“こぶ り ” 逢 接尾 記 “ 名 / 動 示 字 形 十 ぶ り ” 主 要 有 以下 柄 和 用法 
P 表示 状 夫 、 欄 子 、 情 況 等 “ 働 き ぶ り ” 的 意思 是 “ 工 作 的 梓 子 ”。 
A 活 忠 ※ り ( 活 史 的 梓 子 )、 混 雑 基 り (混乱 的 欄 子 )、 勉 強 ぶり ( 学 寺前 梓 子 、 学 寺前 胡 
度 ) 
ル 表示 時 隔 一 段 時 同 又 仙 之 前 仙 辻 的 事情 。 一 般 接 在 表示 時 回 的 名 同 之 后 , 意 思 是 "時 
隔 ……"“ 鍵 辻 …… 之 后 又 ……”。 包 含 " 称 辻 了 入 藤 時 同 ” 的 意思 。 常 使用 "ご ぶ り の “ンー ぶ 


り に "“ ン ぶり だ 7 等 形式 。 
人 5 年 ぶり に 彼女 に 出会っ た 。 (時 隔 所 年 , 叉 遇 児 了 好 。) 
人 米 卿 に 帰る の は 10 年 ぶり だ 。 ( 同 別 十 年 . 回 到 了 故 多 。) 


Ei eo 
4. 頑張 ら な くち ゃ っ て 思い ます 

* 頑 張ら な くち ゃ " 是 "頑張 ら な く て は いけ な い ” 的 口 握 形式 。 在 日 牧 中 “な く て は 
いけ な い ”" 可 以 休 略 成 “『 て な くち ょ ゃ "。 美 似 地 "て な けれ ば な ら な い " 可 以 徐 略 成 " て な きゃ "。 
“こっ て 思い ます "相当 王 “ こ と 思い ます ”。 


5. 無 る こと は な い 
“ 動 基本 形 十 こと は な い ” 的 句 型 表示 “ 没 必要 …… ゅ es 用 不着 ……”。 
ム 電話 すれ ば いい 。 わ ざわ ぎ ざ 行 く こ と は な い 。 ( 打 條 加 舌 就 可 以 了 , 没 必要 特 地 踊 


一 超 。) 
人 これ は みん な 知っ て いる こと だ か ら 、 改 め て 説明 する こと は な い 。(〈 乏 是 大 家 都 
知道 的 事情 , 没 必要 再 夫 況 明 。) 


1. 写 出 下 列 況 字 的 天 音 。 
[ 例 ] 装置 [ そう ち ] 


①) 発 見 [ 」 (2 景色 [ 」 
(3 洪 む [ 」 (4 の 放っ [ 1 
(5) 道 端 [ 」 (⑥) 風 景 [ 」 
(の 改め て [ 」 8) 傾け る [ 」 
⑨) 強 力 [ 」 (10) 通 勤 [ 」 


2。 根 据 刀 文 由 容 。 在 括 号 内 填 入 造 当 的 内 容 。 
通り ( )( ) の 家々 も 小さ な 空き 地 も 、 外 の 景 が 
染まっ て いた 。 見 慣れ て いた ( )( ) の 通 


る 。 そ の 朝 、 何 の こ と は な い 曲がり 角 や 、 道端 の 
くう き ぶ た いそ う 


た 空気 を 飾る 舞台 装置 と な っ て いた 。 雪が 、 普段 


)(  ) 寺 で 真っ 自 ( ) 
世界 の よう な 光 を 放っ て い 
)(  )C  )、 仁 み 功 っ 


ふう けい 


に 留め あて いな か っ た 日 常 の 風景 を 0 
ae 


て ん し ゃ 


ce 避 


@ @ 


( )( 


⑤ 人 @ 


)(  ) 意 議 さ せる きっ か け を も た らし た の だ 。 


3. 全 照 例 名 , 完 成 或 政 写 名 子 。 


[ 例 1] 


[ 例 2] 


[ 例 3] 


[ 例 4] 


きい きん じ ぶん か ん が ひと を 

0 (自分 が いい ) い いと いう TRE ーー 

最近 、 自分 さ ENE 考え の 人 が 増え て いる 。 

①) こ ちら の (規則 を 守る )、 あと は 自 由 で す 

(2) わ た し は (お 金 が ある ) 幸 せ に な れる と は 思っ て いな い 
ひん し っ ね だ ん すこ た か 

(3)( 品 質 が いい )、 値段 は 少し 高く て も いい 

(4) あ の 人 は (お 酒 を 飲ま な い )、 いい 人 な ん だ けど ね 

(5) あ な た が (そば に いて くれ る )、 も う 何 も 要り ませ ん 


か の じ ょ びょう き し ゅ う いち に ち が っ こう や す 

彼女 は (病気 ) 週 に 一 日 は 学校 を 休む 一 

か の じ ょ ぴょ う き し ゅ うぅ いち に ち が っ こう や す 

彼女 は 病気 が ち で 、 週 に 一 日 は 学校 を 休む 。 
Q①) こ この と ころ 、 (曇る ) 天 気 が 続い て いる 
(2 彼 は ( 科 護 自分 の 意見 を 言 言っ た 

太郎 は 体 が 細く て 、 学校 も ( 休 も ) 

(④) 食 べ 放 題 の 店 に 行く 2 食べ 過ぎ て (し ま 9 


(5) わ た し た ち は よ く 家 族 に 対す る 感謝 の 気持 ち を (忘れ る ) 


は 本 当 に 番 く て 、 まる で (上 こ 戻 っ た ) 

は 本 当 に 甘く て 、 まる で 真夏 に 戻っ た か の よう だ 。 
① 彼 は その こ と を (人 ご と で ある へ > 平気 で 話し て いた 
(②⑫) 彼 は (現場 に いた )、 細か いこ と まで 知っ て いた 

3) 鈴木 さん は ( 何 も 知 ら な か っ た ) 振 る 舞っ て いた 

(④ 外 の 景色 は 雪 で 真っ 自 に 染まっ て いて 、 (別世界 に いる ) 
(⑤) 水 が 息 の 中 で (ダン ス を し て いる ) 


、 2 


1 
日 
か れ 


や ま だ し ゃ っ な 

山田 きん は ギャ ン ブ ル で (借金 ) に な っ た 一 

山田 さん は ギャ ンプ ル で 億 金 だ ら け に な っ た 。 

(1) マ イ ケル さん が 書い た 作文 は ( 間 違 だ 
きず せい し ゅ ん じ だ い お も し 

te i tii 

(3 自分 、 (欠点 ) の 人 間 だ と 思 
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びょう いん | > さっ ひと ち 
(4) 病 院 に 運ば れ た 人 は ( 血 ) に な っ て いた 
(5) 大 人 に な る と 、 世 界 は (あり ふれ た も の ) の よう に も 感じ る 


[ 例 5] そん な こと は 、 開 か な く て も わか る つ そん な こと は 、 聞 か ず と も わか る 。 
1) ま だ 時 間 が ある か ら 、 慌 て な く て も いい 
(2⑫) そ ん な こと は 知ら な く て も よい 
3) 夫婦 だ か ら 妻 の 気持 ち し は 言わ な く て も わか る 


じゅ うぶ ん が ば あせ ひつ よう 
[ 例 6] 十 分 頑張 っ て いる か ら 焦る 必要 は な い つ 
二分 順 張っ て いる か ら 信 る こと は な い 。 
* れ は な し き ひつ よう 
①) 彼 の 話 を そん な に 気 に す る 必要 は な い 
ふら だ だ いじ ょ うぶ ん ば い っ よう 
(2) 体 は も う 大 丈夫 だ か ら 心 配 する 必要 は な い 
ある ぶん 。 き ょ り くる ま 。 い ひっ よぅ 
3) 歩い て 10 分 の 距離 だ か ら 車 で 行く 必要 は な い 
な ど 5 むか く (本 7 
(4) 何 度 も 来 て いる か ら 、 わざ わざ 空港 まで 聞え に 来る 必要 は な い 
(5) お 店 まで 行く 必要 は な い 。 ネ ッ ト で も 注文 で きる か ら 


況 字 ( 侵 名 境 音 ) 声 油 周 性 週 叉 (中 文 ) 
家賃 (や ちん )① [名 ] 房 租 
要 る (いる )⑩ [自動 1] 要 , 電 要 
ここ の と ころ ⑯⑨⑩ [ 副 」 現在 , 目 前 , 眼 下 
真夏 (まな つ )⑩ | [名 ] 盛夏 
血 ( ち )⑥⑩ [名 ] | 血 , 血 液 


ギャ ン ブ ル ① [名 ] 踏 博 


| 較 


借金 (し ゃ っ きん )③ [名 ・ 自 動 3] | 借 綾 」 欠 款 

履歴 書 ( り れき し ょ )⑩⑨③ [名 ] | 履 万 事 箇 所 

失敗 談 ( し っ ぱい だ ん )③ [名 ] カリ 

夫婦 (ふう ふ ぉ ふ )① [名 ] 夫 刀 , 夫 妻 

畑 ( は た け )⑨ [名 ] 早田 , 田 地 ; 寺 下 技 域 


SOOO 


(人 鉄 素 ) 


況 字 ( 優 名 境 音 ) 声 油 ) 局 駐 (中 文 ) 


菜の花 (な の は な )① 
星 ( ほ し )⑩ 星 星 
内 次 , 囚 内 役 光 


わざ わざ [ 副 ] 特 意 , 特 地 : 逆 意 
央 ざと ど (《 ひ と ご と )⑩ [名 ] 人 家 的 事 , 券 人 的 事 
青春 (せい し ゅ ん )⑨⑩ [名 ] 青春 

[名 ] 

[ 


欠点 (けっ て ん )③ 鉄 点 , 短 妊 
慌て る (あわ て る )⑨ 昼 慌 , 慌 張 , 急 選 


